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１　はじめに
　本学では、平成26年度から倉敷芸術科学大学と連携したCOC事業「文化産業都市倉敷の未来を拓
く若衆育成と大学連携モデル創出事業」を開始し、地域貢献と教育活動を一体とした諸活動に取り組
んでいる（高橋ら：2015, 2016）。その中で、事業開始当初から「倉敷における発達障害児の生活と学
習を支援する実践研究プロジェクト」と称して、発達障害児の「個別課題学習支援（ぼちぼち）」や「余
暇支援（ビークル）」といった活動を行ってきた。これらの活動は、倉敷市障害児学級親の会と協働し、
特別支援教育を学ぶ学生が子ども一人ひとりの特性に合わせた教育活動を実践するものであり、特別
支援教育担当教員が学生との個別相談や活動全体のコーディネートを担ってきた。これまで「個別課
題学習支援」では、年度終了時に学生と保護者に質問紙調査を実施し、活動に対する全体的な満足度
とその理由、今後の要望を尋ね、取り組みの改善を図ってきた。平成27年度の評価では、「大変満足」
「だいたい満足」と回答した学生が11名中10名、保護者が９名中８名と、この活動について学生、保
護者共に概ね満足していることが示された（渡邉ら：2016）。その理由として、学生については「子
どものことが少し分かった」「子どもの課題が明確になった」、保護者については「子どもに関わって
くださる人や場所があることに感謝している」「子どもについて理解していると思っていたことが理
解できてなかったことに気付いた」などの回答が得られた。また、今後の要望として、学生からは「先
生やみんなと相談する時間がもっと欲しい」、保護者からは「学習内容についてもう少し教えて欲しい」
などの声もあがった。このため、平成28年度の後期から、それまで授業時間外に行っていた「個別課
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題学習支援」に関する学生からの相談を「地域貢献科目」の「行動・学習支援演習」として授業の中
で取り扱い、学生同士が学び合う場を設定した。また、後期から毎回の「個別課題学習支援」の中に、
学生から保護者にその日の学習内容を報告する時間を設定した。
　本学のみならず、近年、特別支援教育のための実践力の向上に向けた取り組みは、指導法の授業の
一つとしてカリキュラムに位置付けられつつある。特別支援学校での教育実習前に、子どもと接する
機会をカリキュラムとして設定する「積み上げ型教育実習」を導入することにより特別支援教育の実
践力を向上させようという取り組みはその一つである（三島ら：2012, 木原ら：2009）。それらの研究
では、入学後間もない時期の特別支援学校の見学・観察実習が授業や子どもを観察する力や教職への
意欲を向上させ、実習イメージの深化、課題の意識化をもたらすことが報告されている。本学の取り
組みについても、前述した満足度に関する理由などから、実践的な取り組みが「子ども理解」の深化
に結びつくことが推測されるが、授業とそれを実践するための地域貢献活動に連動した取り組みがそ
のような結果をもたらすかどうかについて検討した研究はほとんどない。さらに、保護者と指導内容
について情報を共有し、共に子どもの支援に取り組むことで、学生がどのように「保護者理解」を深
めていくのかについてもこれまで本活動においては検討しておらず、そもことについて検討した先行
研究もほとんど見当たらない。教師になった後も、保護者を理解し共に子どもの支援に当たることを
不安に感じる教員は少なくない（江田ら：2009）。学生のうちから実際に保護者と協働して教育を行
うにあたり、保護者の気持に共感し、共に子どもを育てていこうとする態度を醸成することは重要で
あると言える。
　そこで本研究では、授業「行動・学習支援演習」と「個別課題学習支援」に参加した学生を対象と
して質問紙調査を実施し、１年生から４年生の回答を比較することを通して、学生の「子ども理解」「保
護者理解」について得られた学びの内容を学年ごとに検討し、これらの実践的な取り組みが学生の学
びについて与える影響を検討することを目的とした。

２　方法
（１）研究参加者
　　授業「行動・学習支援演習」に参加した学生は、本学子ども教育学部子ども教育学科に所属し、

特別支援教育を学ぶ学生、計29名であった（２年生11名、３年生９名、４年生９名）。授業担当は、
特別支援教育を担当する教員１名であった。

　　「個別課題学習支援」では、授業「行動・学習支援演習」に参加している２、３、４年生に、特
別支援教育を学ぶ１年生も８名も加わり、計27名が参加した。また、倉敷市内の特別支援学校や特
別支援学級に通う子ども10名とその保護者10名、教員３名らが参加した。

（２）手続き
　①授業「行動・学習支援演習」
　　場　所：特別支援教育ラボ（本学６号館508教室）で実施した。
　　期　間：平成28年〜平成29年、通年授業として週に１度開講した。
　　内　容：�学生は「個別課題学習支援」で観察された子どもの行動や保護者からの情報を基に子ど

もの特性や保護者からのニーズを踏まえ、個別の課題を準備し指導計画を立案した。必
要に応じて、保護者から外部機関で測定した心理検査の結果を提供しもらい、課題に反
映させた。教員は必要に応じて助言を行った。

　②「個別課題学習支援」
　　場　所：特別支援教育ラボ（本学６号館509教室）。
　　期　間：平成28年４月〜平成29年３月の期間に月に１回、計12回実施した（18：40～20：45）。
　　内　容：�「はじまりの挨拶」「べんきょう（個別課題学習支援）」「あそび」「おやつ」「おわりの挨

拶」の順で実施した。また、「おやつ」の時間を利用して、保護者に対してその日の活
動報告を行い、保護者との情報共有を図った。
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（３）評価（質問紙調査）
　授業「行動・学習支援演習」の最終日に学生に対して質問紙調査を行った。質問の内容は、授業「行
動・学習支援演習」と「個別課題学習支援」に対する全体的満足度とその理由、これらの取り組みに
対する要望、「子ども理解」「保護者理解」についての学びについて自由記述を求めた。
（４）倫理的配慮
　本研究の実施にあたり、質問紙配布と同時に研究の趣旨を説明し、回答は自由意思である旨、協力
しないことで不利益を被らない旨を口頭で伝えた。なお、本研究は、翌年度以降の経年的変化を検討
するために記名式の調査用紙を用いた。その旨も口頭で伝えた。これらの説明を経て、質問紙への回
答・提出をもって了承を得たと判断した。

３　結果
　授業「行動・学習支援演習」の最終日に参加した学生、計23名から回答を得ることができた（回収
率100％）。内訳は、１年生２名、２年生８名、３年生７名、４年生６名であった。なお、１年生につ
いては、授業「行動・学習支援演習」のみを、２・３・４年生については、授業「行動・学習支援演
習」と「個別課題学習支援」に参加した者であった。

（１）「子ども理解」についての学び
　学生の「子ども理解」についての学びを学年ごとに整理したものを表１に示す。

表１　「行動・学習支援演習」と「個別課題学習支援（ぼちぼち）」を通して学んだこと（子ども理解）

　１年生では、「〜観察を経て（子どものことが）少し分かるようになった」「どのような子がいるの
かが、色々な事例から学ぶことができた」などの回答が得られ、発達障害児への関心やその存在への
気付きについて記述されていた。２年生では「回数を重ねる毎に（理解が）深まっていった」「視覚
的な提示や見通しなど授業で習ったことを実践することで本物を実感することが出来た」「（子どもが）
出来ることを増やして自信をつけてくれるとうれしい」「一人ひとりなぜ学習が苦手なのかという点
を１〜４年までで事例検討をすることで子どもの特性理解が深まった」などの回答が得られ、学生は
授業での学びと「個別課題学習支援」の経験を結びつけ、子どもの個性に気付き、同時にチームとし
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て子どもの教育に当たることの意味を学んだことが推測された。しかし、「一人ひとりの特性や個性
を知ることができたが、勉強面ではあまり理解できなかった」と、子どもを理解し支援するための具
体的方策についての戸惑いも垣間見られた。３年生では、「どのようなところでつまずき、どう寄り添っ
ていくのが良いのかを考える力がついた」「試行錯誤の日々だったけれど、得意なことを少しつかむ
ことができたと思う」などの回答が得られ、具体的支援方法を模索し実践する態度を身に着けたこと
が推測された。また、「（子ども理解は）まだできていないが、信頼関係はできつつある」「受け入れ
る（聞いてあげる）姿勢（の大切さ）」という意見もあり、子どもに寄り添うことの重要性に関する
学びが見受けられた。４年生では、「その日により、子どもの様子は必ず違った面があるので、様子
を踏まえつつ課題を行うことの大切さを昨年以上に感じた」「『なぜ難しいのか』『どう考えたのか』
を想像する場面が増えた」「毎月の様子をその都度理解することの大切さや変化に気付くこと」など
の回答が得られた。これらは、子どもは常に変化するものであり、教える側が前もって準備するだけ
では十分でなく、その場に応じて柔軟に子どもを受け入る態度とその対応の重要性に気付いたことを
示すだろう。

（２）「保護者理解」についての学び
　学生の「保護者理解」についての学びを学年ごとに整理したものを表２に示す。

表２　「行動・学習支援演習」と「個別課題学習支援（ぼちぼち）」を通して学んだこと（保護者理解）

　１年生では、「個別課題学習支援」で担当児を固定しなかったために保護者と直接会話をする場面
がなく、「わからない」という回答が得られた。２年生では、「報告も一生懸命に聞いてくださり〜」「保
護者にも願いがあり、共通理解などが大切なんだろう」「〜もっと色々な苦悩があるんだろうなと思っ
た。保護者の思いを沢山ききいれていきたい」「〜その児童の保護者がどんなことに不安を感じてい
るのかを知ることができた」などの回答が得られ、保護者に共感する態度の芽生えが見受けられた。
しかし、「（保護者が）何を望んでいるのか、どんな方なのかあまりわからなかった」など、その理解
は十分ではなかった。３年生では、「普段の生活の様子や学習の様子を伺いながら、これからどうし
ていこうかと共に方向性を見出していく力がついた」「家庭や学校での出来事を話してくださり、一
緒に考えることができた」「活動の様子を毎回伝えることによって信頼感を得ることができた」「保護
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者に対しては、傾聴し相手の気持ちを受け止めることがとても大切なことを学んだ」などの回答が得
られ、保護者への活動報告によって保護者との信頼関係を構築することや共に教育活動を進めること
の重要性に気付いていた。また、「成長して欲しいという思いが話を聞いてすごく伝わってきたので、
学生のうちから『やらなければ』と気が引き締まった」との意見もあり、教員になる覚悟や自覚も促
されたようであった。４年生では、「情報を共有し合うことが保護者にとっての信頼感、安心感につ
ながる」「保護者の方が自分の思いや子どもに対する願いをしっかりと言えるような配慮をしていく
こと」「願いを受け入れた上で自分の力と相談しながら検討することの大切さ」「〜思いを聞いたり、
悩みをきいたりできて共に支援ができたと思う」などの回答が得られ、保護者と共通理解するための
具体的方策の実践知を伺うことができた。

４　まとめと今後の課題
　本研究の結果、授業「行動・学習支援演習」と「個別課題学習支援」による取り組みは、学生の「子
ども理解」「保護者理解」を深めることが推測された。
　「子ども理解」については、発達障害児との出会い、子ども理解の重要性についての気付き、具体
的支援方法の模索、柔軟な態度の重要性についての気付きと、子どもとの学習体験が増加するにつれ、
その理解はより深く、具体性をもち、柔軟なものへと変化していくことが示された。このような結果
は、教育実習前の実践的な取り組みが学生の子どもを観察する力や教職への意欲向上、実習イメージ
の深化、課題の意識化をもたらすという先行研究（三島ら：2012, 木原ら：2009）を支持するものであっ
た。
　「保護者理解」についても、１年生については保護者との接触がなかったため学びは得られなかっ
たが、２〜４年生については保護者に共感する態度の芽生え、保護者と連携の重要性についての気付
き、保護者と共通理解するための具体的方法の模索と、その学びは学年を追うごとに変化していくこ
とが推測された。言うまでもなく、教育、特に障害児の教育において保護者を理解し、共に子どもの
教育にあたることは不可欠である。このことは発達障害児についても同様であり、平成29年３月に文
部科学省資料として公表された「発達障害児を含む障害のある幼児児童生徒に対する教育支援体制整
備ガイドライン」（文部科学省：2017）にも、保護者への支援内容の説明、理解を得ることの必要性、
教員と保護者とが協働してその支援にあたることについて詳細に記載されている。この点において、
本研究における実践的な取り組みは、特別支援学校教員養成課程において保護者を支援する実践力の
基礎を身につける活動として意義深いものであると考えられた。
　今後の課題として、次のことが考えられる。まず、本研究では各学年の回答を基に「子ども理解」「保
護者理解」の相違について検討しており、同人物の心理的変化について縦断的に検討したものではな
い。このため、今後、各学生の学びについてその回答を追跡し、本研究結果と同様の結果が得られる
かどうか検討する必要がある。また、「保護者理解」において１年生にも保護者と接触する機会を設け、
その学びを促すため、子どもを担当している学生と１年生を同席させて保護者への活動報告を行うな
ど、活動内容の改善が必要であろう。
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